
諏訪地方の考古館・博物館7施設で1日から、諏訪地域の歴史をまとめた「諏訪史第一巻」刊行100

年の記念展が始まった。6市町村と諏訪教育会の連携企画で、テーマを分担して各館が「諏訪史第一

巻」の内容に関わりのある所蔵品を展示。遺跡や遺物に対する発刊当時と現代の時代観の違いなどを

解説しながら、100年前に諏訪の教育界が取り阻んだ一大事業を振り返る。3月30日まで0（山本雄太）
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▲諏訪市博物館に置かれているス

タンプラリー用の台紙とスタンプ

「古墳時代観」をテーマに「諏訪史第一巻」掲載の

古墳や遺跡の出土品などが並ぶ諏訪市博物館の展示
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